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AIM/BIOモデルによる世界の陸域⽣物多様性評価

(Ohashi�et�al.�2019�Nat.�Comm.;�Wu�et�al.�2019�GCB�Bioenergyのデータより⼟屋が作成)



どのような対策が問題の同時解決に有効か？

気候変動問題 ⽣物多様性問題

⾷分野の対策



解説資料での該当箇所



環境負荷の多くは⽣産側で発⽣している
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シナリオ分析とシミュレーションが⽰してきたこと
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フレキシタリアンの⾷⽣活の1⽇あたり摂取量基準
(EAT-Lancet�Commissionが2019年に発表）
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(Willet�et�al.�2019�Lancetおよび国⺠健康・栄養調査のデータより⼟屋が作成)



IPBESの報告書にもご期待ください！

IPBESネクサスアセスメント（2024年末に発表予定）では
気候変動、⽣物多様性、⾷、政策、ファイナンスなどの関係について
具体例も交えた研究と実践の知⾒がまとめられる予定です


